
組
書
綱
要
の
四
種
三
段
刊
に

於
け
3
底
上
相
封
に
つ
い
て

執

行

i毎．

秀

て

絡

言

二
、
網
嘆
の
ご
種
本
門
異
体
設
の
根
城

三
、
綱
要
の
底
上
相
針
と
ご
積
本
門
思
想

問
、
雨
重
の
本
門
に
就
て
の
古
来
の
異
議

A

同
体
設
と
そ
の
根
嫁

B

異
体
設
と
そ
の
源
流

五
、
雨
重
の
本
門
は
果
し
て
異
体
な
る
か

六
、
第
四
重
の
本
門
を
分
別
さ
れ
た
る
所
以

七
、
関
目
妙
の
文
の
文
民
に
つ
い
て

八

、

結

論

緒

-=-
6 

近
代
宗
曲
学
の
鼻
祖
と
掛
併
せ
ら
れ
る
日
導
上
人
は
、
そ
の
著
「
閥
会
円
綱
所
有
」
に
於
い
て
、
「
翻
心
木
曾
釣
」
に
於
け
る
間
関
コ
一
段
の
第
三
重

の
本
門
を
随
他
文
上
の
本
門
と
い
ひ
、
第
四
重
の
本
門
を
随
白
文
民
の
本
門
と
名
づ
け
、
と
の
雨
者
の
間
に
民
上
相
針
守
分
別
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
即
ち
師
は
コ
一
種
本
門
十
僚
異
目
草
」
に
．
第
三
重
の
本
門
三
段
の
交
を
躍
し
て
、

「
本
門
十
四
品
ノ
三
段
如
し
常
、
而
Z
判
ノ
中
号
一
三
論
共
敬
主
ノ
等
－
者
、
封
ニ
揮
前
ノ
祢
一
門
↓
雌
叶
日
目
非
守
始
成
一

F

市
モ
非
－

h
広
州
ノ
古
悌
三
也
、
所

組
書
綱
要
の
阿
積
＝
一
段
列
に
於
け
る
底
上
相
割
に
つ
い
て

ーヒ



加
持
制
嘆
の
内
組
側
三
段
列
に
於
げ
る
底
上
相
針
に
つ
い
て

-t: 

設
J

法
門
等
者
、

亦
封
U

品
川
，
諮
一
雄
内
言
叫
如
品
天
地
り
精
非
レ
指
三
文
市
町
一
一
、

故
三
搾
庁
之
云
口
一
念
三
千
殆
隔
竹
膜
寸

言
？
心

n

謹
門
＝
設
計
ル
本

無
今
有
〆
百
回
作
千
如
↓
封
で
之
ヲ
文
底
ニ
ニ
千
常
住
寸
共
去
守
曹
鳴
を
不
ι
及
、
如
計
英
文
上
ザ
十
界
久
遠
之
上
＝
闘
土
世
間
師
＝
顕
で
以
守
口
比
弓
”

文
民
一
品
川
ド
泊
『
如
t

隔
司
竹
膜
守
也
：
判
ノ
意
如
け
此
、
故
知
ヌ
此
本
門
是
約
品
随
他

J

一
端
一
也
」
（
金
書
本
一
間
八
頁
）

と
い
ひ
、
次
に
第
四
重
の
本
門
三
段
を
蜘
伸
し
て
、

「
大
垣
巳
還
乃
至
十
方
微
塵
ノ
衆
粧
ヲ
紬
タ
括
＝
序
分
士
、
文
底
三
千
ヲ
鵠
＝
r
I
宗
分
↓
下
町
要
法
ヲ
得
＝
流
調
分
一
、
此
レ
於
＝
最
初
所
詮
ノ
二
本
以
一
『

熟
股
積
↓
需
品
三
分
↓
也
、
其
レ
約
守
随
自
本
門
一
議
官
明
突
」

〈
全
脅
本
一
四
九
百
』

と
い
っ
て
ゐ
る
。
と

L
K
於
い
て
師
は
、
第
三
叢
の
本
門
三
段
は
、
蝿
岡
糸
付
蝿
の
天
台
の
本
門
般
に
よ
る
三
段
で
あ
り
‘
第
四
援
の
本
門

一
二
段
は
、
紳
力
別
付
の
宗
阻
の
本
門
観
に
よ
る
三
段
で
る
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
第
三
重
の
木
門
を
第
四
重
の
本
門
に
簡
ん
で
「
観

心
本
隼
四
積
三
段
章
」
に

「
此
ノ
中
ノ
本
門
内
輪
是
レ
遮
僻
ノ
所
設
、
若
望
号
紳
力
別
付

J

本
法
一
、
倶
ミ
名
テ
箆
b

遊
ト
」
（
四
一
三
百
）

と
も
‘
ま
た

「
前
，
本
門
、
後
ノ
本
法
．
E
宗

dha雄
二
品
二
宇
J
、
序
ド
興
＝
流
通
－
Z

人
別
可
レ
見
、
序
題
既
＝
異

Z
H・
E
｛一司奨
γ

同

z・
共
有
田

h

不
同
一
、
前
向

非
＝
本
化

J

鰹
休
目
験
実
」

ハ
四
一
四
頁
〉

ム
」
も
い
ひ
、
還
に
と
れ
ら
の
雨
者
の
本
門
に
底
上
相
封
を
分
別
し
て
、

「
故
知
ヌ
・
前
者
向
是

L

随
他
文
上
木
門
、
後

A

乃
チ
随
白
文
底
秘
奥
、
所
謂
己
心
三
千
三
種
世
間

t
者
ノ
憎
詮
也
」

ム
」
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。



ニ
綱
要
の
二
種
本
門
異
体
説
の
根
擦

「
四
種
三
段
章
」

の
下
に
は
、
第
三
重
と
第
四
章
一
の
雨
種
の
本
門
の
異
体
肱
劣
な
る
所
以
を
論
や
る
に
七
義
を
擢
げ
て
ゐ
る
。
い
ま
そ

の
主
回
目
を
取
意
す
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

(1) 

前
者
は
謹
伸
所
設
の
一
代
敬
中
に
於
け
る
港
中
の
本
で
あ
り
、
後
者
は
本
僻
所
設
の
謹
十
方
の
軽
々
中
に
於
け
る
本
中
の
木
門
で

あ
る
。

(2) 

前
者
を
本
化
の
経
体
と
す
れ
ば
‘

一
部
の
経
に
於
い
て
前
後
二
門
を
分
割
す
る
と
と
に
な
る
。
ま
た
天
台
一
は
事
宜
上
前
述
門
の
み

た
ら
守
、
後
の
本
門
を
も
宣
ペ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
三
軍
の
本
門
を
本
化
の
経
体
と
す
れ
ば
‘
天
台
も
ま
た
本
化
の
純
休
を
弘
め

た
と
と
に
な
る
。

(3) 

「
木
曾
紗
」

の
末
段
に
、
天
台
は
百
界
千
如
一
念
三
千
共
の
義
を
謹
す
と
あ
る
の
は
、
第
三
重
の
遜
門
の
所
設
に
超
過
す
る
義
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
第
三
重
の
本
門
の
義
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
し
第
三
重
を
本
化
の
粧
休
と
す
れ
ば
、
本
化
の
本
門
と
天
台
の
本
門
と
何
を

も
っ
て
情
ぶ
と
と
が
で
き
よ
う
か
。

U.) 

本（4)
門
と
tf) 

相

ttt -c;-
あ
る

高
橋
会
同
・
太
問
書
位
一
v
k
、
題
白
と
一
部
を
相
封
し
・
ま
た
そ
の
外
に
も
賢
略
要
の
分
別
を
立
て
L
あ
る
の
は
、
第
三
京
と
第
四
重

(5) 

前
者
の
本
門
を
本
化
の
経
体
と
す
れ
ば
、
後
の
第
四
軍
の
木
門
の
終
体
と
と
も
に
、
営
家
に
ご
積
の
絞
休
が
抗
存
す
る
と
と
に
な

る
。
も
し
雨
者
が
同
一
経
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
ぞ
煩
は
し
く
第
四
重
を
分
別
し
た
の
で
あ
ら
ろ
か
c

i
 

A
U
 

（
 
ま
た
第
三
重
の
本
門
を
本
化
の
椛
休
と
す
れ
ば
、
総
別
付
喝
の
法
休
の
分
別
が
混
飢
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

組
書
制
閣
官
の
阿
種
一
一
一
段
舛
に
於
け
る
底
上
相
針
に
つ
い
て

-f: 



組
書
綱
要
の
問
稜
三
段
列
に
於
け
る
底
上
相
劃
に
づ
い
て

一
七
阿

(7) 

第
四
重
の
序
分
並
に
流
通
は
、
第
三
重
の
そ
れ
と
天
別
の
相
遣
が
あ
る
．
従
っ
て
疋
宗
も
ま
た
異
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故

に
雨
者
の

E
宗
は
と
も
に
一
品
二
字
と
い
ふ
も
、
そ
れ
は
同
名
罪
、
休
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

と
れ
ら
の
義
を
更
に
要
約
す
れ
ば
、
師
が
具
体
設
を
主
張
し
た
の
は
、
雨
重
の
本
門
に
於
い
て
‘
台
営
木
門
観
の
相
違
を
分
別
せ
ん
と

し
た
が
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
他
国
に
於
い
て
は
、
「
今
批
一
二
非
合
文
」
等
の
二
種
本
門
思
想
に
よ
っ
て
、
在
世
の
本
門
の
教
に
能

所
底
上
を
論
じ
て
、
勝
劣
の
本
門
と
、

一
致
の
本
門
と
を
分
別
し
そ
の
聞
に
勝
劣
を
論
じ
よ
ろ
と
し
た
が
た
め
で
あ
る
。

か
や
う
に
師
が
、

A
n
営
本
門
視
の
相
還
を
‘
随
他
・
随
白
、
文
上
・
文
底
の
範
噂
を
も
っ
て
分
別
せ
ん
と
し
た
試
み
は
多
と
す
べ
き
で

あ
る
。
然
し
、
師
の
謂
ゆ
る
底
上
相
封
の
分
別
は
、
敬
判
の
域
を
越
え
て
、
救
劣
観
勝
の
思
想
に
堕
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
・
な
か
ら
う
か
。

ま
た
「
本
隼
砂
」
に
於
け
る
四
種
三
段
判
の
第
三
車
の
本
門
と
、
第
四
重
の
本
門
と
は
果
し
て
、
綱
要
の
い
ふ
が
如
く
．
台
常
の
底
上
相

封
を
論
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
以
下
と
れ
ら
の
点
に
ワ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

三
綱
要
の
底
上
相
劃
と
二
種
本
門
思
想

日
導
上
人
は
、
宗
祖
の
御
堂
同
と
倖
へ
ら
れ
る
「
今
此
三
国
沖
合
文
」
に
引
用
し
て
あ
る
「
懐
中
決
」
の
随
自
・
随
他
の
二
種
本
門
思
想
主

も
っ
て
、
底
上
相
封
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
や
L
も
す
れ
ば
、
ム
口
営
の
約
宗
判
と
し
て
の
底
上
相
封
を
‘
約
数
判
の
重
に
混

同
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
師
は
、
底
上
の
意
義
を
揮
し
て
、

「
世
算
時
－
一
現
功
十
神
力
て
結
羽
市
宮
ヲ
四
法
4

付
ロ
上
行
等
づ
営
山
知

t
書
量
顕
本
ノ
経
文
合
ユ
ュ
此
ノ
密
意
て

稿
げ
之
日
口
文
民
斗
也
、
而

P

共ノ

文
上

J

法
門
ハ
揮
二
位
＝
嘱
削
糸
線
付
之
中
一
、
二
種
本
門
斯
＝
分
ん
」

（
一
四
八
頁
）

と
い
う
て
ゐ
る
。
い
ま
と
の
文
に
よ
れ
ば
‘
在
世
の
機
の
た
め
に
詑
か
れ
た
る
顕
設
の
本
門
は
、
な
ほ
文
上
に
し
て
．
穂
隼
内
誰
の
文
底



書
量
を
顕
露
に
設
か
す
し
て
密
意
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
師
が
．
文
底
一
品
一
一
律
・
を
在
世
の
肱

筏
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
‘
顕
設
の
経
体
そ
の
も
の
に
約
し
て
い
ふ
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
在
世
の
機
が
利
根
で
あ
っ
た
故
、
文
上
書
量

を
聞
い
て
、
そ
れ
を
能
入
と
し
て
・
悌
意
の
内
詮
た
る
所
入
の
文
底
書
量
の
趣
旨
に
建
し
て
得
径
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
に
外

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
言
葉
を
換
へ
て
い
へ
ば
．
樟
隼
の
本
懐
た
る
法
華
経
の
需
量
品
に
於
い
て
も
、
悌
意
の
内
詮
は
な
ほ
将
意
に
秘
せ
ら

れ
て
ゐ
て
、
在
世
の
機
の
た
め
に
設
か
れ
た
敬
そ
の
も
の
は
、

い
ま
だ
随
値
を
菟
れ
た
い
。
故
に
僻
意
の
内
詮
臨
自
の
本
門
は
、
不
可
設

の
法
で
あ
っ
て
‘
そ
れ
は
た
と
可
設
の
本
門
を
能
入
と
し
て
、
受
法
者
の
機
根
力
に
よ
っ
て
詮
入
し
た
る
境
地
に
名
づ
け
た
も
の
に
す
ぎ

在
い
と
い
ふ
の
で
る
る
。
故
に
師
は
「
本
門
観
心
二
重
分
別
章
」
の
下
に
は
、
「
十
法
界
紗
」
の
四
重
興
慶
の
敬
観
の
興
陵
の
関
係
を
能
入

所
入
に
約
し
‘
更
に
と
の
雨
者
を
四
種
三
段
の
第
三
重
と
第
四
重
に
相
劃
し
て
、
第
四
重
の
本
法
の
立
場
か
ら
は
、

「
宣
借
越
門
ノ

i
z－
亦
簡
討
本
門
ご

こ
七
四
頁
〉

と
い
ひ
．
在
世
に
読
必
次
第
し
て
設
か
れ
た
第
三
重
の
本
門
は
、
未
だ
質
義
を
顕
さ
ど
る
も
の
で
あ
る
か
ら
‘
本
議
一
致
の
質
義
の
本
門

は
正
し
く
‘
第
四
重
の
本
門
の
所
立
で
る
る
と
見
倣
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
師
は
、
本
控
勝
劣
の
能
顕
の
本
門
と
、
本
謹
一
致
の
能
顕
の
本
門
と
を
第
三
・
重
と
第
四
重
と
に
分
別
し
、
そ
の
聞
に
文
上
・

文
底
の
相
封
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
．
師
が
営
家
の
本
越
の
敬
の
重
に
於
い
て
法
体
論
上
。
勝
劣
を
確
立
す
る
と
と
た

〈
し
て
、
本
語
の
勝
劣
は
た
ど
台
営
分
別
の
一
往
に
す
ぎ
た
い
も
の
と
み
た
し
、
本
語
勝
劣
の
本
門
以
上
に
、

一
重
立
入
り
た
る
一
致
。

本
門
を
能
判
と
し
た
が
た
め
で
あ
ら
う
。

従
っ
て
師
の
底
上
相
封
は
．
か
の
中
古
天
台
の
四
重
興
陵
思
想
や
三
種
法
華
論
の
思
想
と
同
じ
ゃ
う
た
救
制
勝
劣
論
に
堕
し
て
ゐ
る
の

で
あ
っ
て
、
顕
説
法
華
は
ゑ
ほ
能
入
で
あ
り
、
秘
省
線
本
法
華
と
そ
所
入
で
あ
り
、
貰
義
で
る
る
と
い
ふ
設
と
何
等
簡
ぶ
と
と
ろ
た
き
も

阻
害
制
要
の
阿
種
＝
一
段
剣
に
於
け
る
底
上
相
劃
に
つ
い
て

一
七
五



阻
害
綱
要
の
阿
積
三
段
列
に
於
り
る
底
上
相
割
に
つ
い
て

一
七
六

の
で
る
る
。
も
っ
と
も
、
綱
要
は
文
上
・
文
底
相
即
を
説
く
の
で
、
第
三
重
の
本
門
b
L
離
れ
て
第
四
重
の
本
門
b
z
説
く
も
の
で
は
も
仏
い
と

い
は
れ
る
か
も
知
れ
左
い
。
然
し
‘
か
a
A

る
相
即
は
、
中
古
天
台
に
於
い
て
も
既
に
論
じ
て
ゐ
る
と
と
る
で
、
そ
れ
は
顕
説
法
華
に
即
し

て
根
本
法
華
を
詮
き
、
顕
説
法
華
を
能
入
と
し
て
徹
入
し
た
到
底
を
根
本
法
華
で
あ
る
ξ
論
守
る
も
の
と
何
等
間
ぶ
と
と
ろ
は
な
い
。
た

と
へ
相
即
を
論
守
る
と
し
て
も
、
そ
と
に
法
体
論
上
の
勝
劣
を
認
め
る
以
上
、
能
判
の
立
場
は
文
上
に
あ
ら
や
し
て
、
文
底
に
あ
り
、
．
融

露
の
敢
に
－
あ
ら
守
し
て
、
内
詮
の
密
意
に
あ
る
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
。
言
葉
を
換
へ
て
い
へ
ば
‘
そ
れ
は
文
底
を
能
判
と
し
て
文
上
主

批
判
し
・
密
執
を
能
判
と
し
て
‘
問
問
救
を
批
判
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

綱
要
の
か
L
る
底
上
相
封
の
思
想
に
封
し
で
は
、
既
に
知
H
勇
進
師
の
「
推
破
綱
裏
取
要
編
」
‘
「
宗
門
得
意
妙
」
並
に
智
朗
賢
帥
の
「
宗

旨
要
解
」
等
に
評
破
せ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
即
ち
「
宗
門
得
意
紗
」
に
は
、

「
随
他
意
と
申
す
事
は
、
樺
経
方
便
の
異
名
に
し
て
則
ち
爾
前
敬
の
法
相
也
、
然
る
に
法
華
経
書
景
品
を
始
め
と
し
て
随
他
意
と
一
誌
は
ど

誰
か
訟
華
経
議
量
品
b
L
信
4
y
る
も
の
あ
ら
ん
や
、
乃
至
：
：
：
台
家
は
文
上
を
躍
し
・
営
家
は
文
底
を
越
べ
る
と
一
広
は
ど
、
合
家
は
能
く

文
上
に
合
ひ
‘
営
家
は
経
文
に
合
せ
・
？
と
云
ふ
ペ

L
」

と
い
ひ
‘
ま
た
更
に
、

「
文
上
随
他
意
た
ら
ぽ
文
底
ま
た
随
他
意
な
る
ぺ
し
、
何
ぞ
文
上
の
外
別
に
文
底
を
立
る
と
一
E
は
ど
帥
法
に
非
守
、
全
く
天
躍
の
設
な
る

と
と
否
と
云
ふ
べ
か
ら
守
」

と
評
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
進
師
は
、
綱
要
の
文
上
随
他
・
文
底
民
賓
の
義
を
排
し
て
、
営
家
の
正
義
は
、
書
量
女
底
に
一
念
三
千
が
秘
さ

れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
・
正
し
く
文
上
に
一
念
三
千
の
義
が
掛
在
し
て
ゐ
る
と
主
張
す
る
に
あ
り
と
い
っ
て
ゐ
る
。

優
陀
那
和
向
は
、
日
進
・
日
賢
雨
師
の
綱
要
反
駁
に
封
し
で
は
、

一
往
‘
綱
要
の
民
意
は
台
営
二
種
本
門
観
の
相
遣
を
論
じ
た
も
の
に



す
ぎ
な
い
と
耕
明
し
て
、
綱
．
袋
の
義
乞
救
っ
て
ゐ
る
が
、
然
し
「
綱
要
正
議
」
に
は
、
綱
要
の
二
種
本
門
思
想
と
底
上
の
意
義
乞
破
し
て

「
如
来
説
芸
骨
量
－
時
、
無
量
ノ
大
衆
同
ク
連
山
畑
山
…
始
ノ
三
分
一
、
営
時
宣
－
－
得
レ
有
3

隔
養
ノ
書
量
－
耶
、
経
文
但
タ
約
U

有
始
一
談
需
品
始
て
約
三
伸
一

開
閉
司
法
凶
作
サ
耳
、
宮
崎
宣
＝
存
守
岡
勢
ノ
蕗
↓
耶
．
若
．
小
ι
繭
ヲ
者
、
在
世
賞
機
但
掠
＝
随
他
ノ
書
量
↓
乎
．
日
桂
文
成
＝
一
嗣
般
ザ
者
ハ
由
白
山
梓
家
弘
雄
ノ
進
退
一

故
也
、
経
交
不
レ
可
レ
二
丈
夫
、
況
ャ
可
レ
言
一
一
コ
文
本
ト
随
他
，
而
皆
－
－
合
日
ト
題
白
ザ
耶
、
若
文
本
随
他
ナ
ヲ
ハ
者
、
宣
非
＝
不
了
義
一
乎
‘
況
相
官
家
ノ
開
伸

義
A

・
本
口
疋
一
能
ノ
正
義
夕
、
而
台
挺
慢
す
相
之
↓
故
談
山
一
伺
始
ザ
げ
咋
．
乃
至
：
・
：
・
撰
主
及
包
剛
者
末
レ
掛
川
出
此
，
義
て
故
大
＝
令
下
閥
単
者
3
生
田
講
師
嫌
ザ
設
村

貴
日
脱
ヲ
蔑
一
－
A
A

叡
ヲ
之
諦
ペ
ル
至
・
：
：
・
故
知
文
上
文
底
之
梢
．
若
シ
箆
ト
自
伺
計
台
嘗
附
家
ノ
制
伴
義
r
小
川
て
判
サ
像
末
二
時
ノ
粧
体
異
同
サ
故

3

而
設
け
－
則
可
也
。
若
日
一
一
位
本
山
仔
守
二
説
↓
則
不
可
也
．
乃
至
：
：
：
若
日
刊
経
本
有
ニ
開
閉
経
↓
文
迦
分
U
T日
他
U
則
不
可
也
」
（
一
五
二
一
日
）

と
評
さ
れ
て
ゐ
る
。

も
と
よ
り
綱
巣
の
底
上
相
封
の
真
意
は
、
台
首
相
封
を
分
別
せ
ん
と
す
る
意
闘
の
下
に
試
み
ら
れ
た
も
の
で
、
和
向
の
謂
ゆ
る
約
宗
判

の
本
法
D
意
乞
論
じ
た
も
の
で
る
ら
う
。
さ
れ
ど
師
は
、
約
宗
判
と
約
批
判
の
本
語
の
分
別
を
明
瞭
に
立
て
な
か
う
た
が
た
め
に
両
者
を

混
同
し
．
且
つ
削
に
あ
っ
て
は
、
堂
一
朱
の
散
は
和
尚
の
謂
ゆ
る
「
勝
劣
で
あ
っ
て
然
も
一
設
で
あ
る
」
と
い
ふ
約
敬
判
が
確
立
さ
れ
て
ゐ

な
い
。
従
っ
て
、
本
迩
勝
劣
の
相
封
の
本
門
と
‘
本
語
一
致
の
絶
封
の
本
門
と
の
聞
に
法
体
論
の
跡
劣
を
生
し
て
、
教
劣
観
勝
の
思
想
に

堕
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

四
一
閥
重
の
本
門
に
就
て
の
古
来
の
異
議

前
越
の
如
く
、
綱
要
導
師
は
、
四
種
三
段
に
於
け
る
第
三
重
の
本
門
と
第
四
重
の
本
門
b
L
．
随
他
文
上
の
天
台
の
本
門
と
、
白
白
文
底

の
宮
家
の
本
門
と
に
分
別
し
、
両
者
の
聞
に
勝
劣
主
立
て
a
A

・
二
種
本
門
具
、
体
誌
を
論
じ
て
ゐ
る
。
然
し
果
し
て
、
問
和
三
段
に
於
け
る

組
書
制
副
賞
の
同
種
三
段
殉
に
於
げ
る
底
上
相
訴
に
ワ
い
て

一
七
七



加
害
綱
裂
の
四
時
間
三
段
列
に
於
け
る
底
上
利
封
に
ワ
い
て

一
七
八

補
者
の
本
門
は
台
嘗
の
本
門
翻
の
相
遣
を
論
じ
て
、
具
体
勝
劣
の
底
上
相
封
を
分
別
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
以
下
と
の
雨
粒
の
本
門
組

に
就
て
、
我
が
宗
皐
史
上
に
於
け
る
同
異
雨
論
b
L
翠
げ
、
＋
引
に
恐
見
を
辿
べ
て
み
よ
う
と
思
ふ
。

（

A
）
 

同
体
説
と
そ
の
根
櫨

本
成
寺
日
陣
上
人
は
、
そ
の
者
「
本
泊
二
経
浅
川
内
事
」
に
よ
れ
ば
、
第
三
重
の
本
門
と
‘
第
四
重
の
謂
ゆ
る
本
法
三
段
の
本
門
と
の
間

に
何
等
の
勝
劣
を
も
認
め
て
ゐ
た
い
っ
即
ち
帥
は
一
本
曾
紗
」
に
於
け
る
謂
ゆ
る
翻
心
の
四
十
五
字
の
治
体
は
、
第
四
重
の
本
法
三
段
の

本
円
正
宗
の
所
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
れ
は
第
三
重
の
本
門
正
宗
分
の
所
明
で
あ
る
と
み
・
な
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
師
は
、
第
三
車

は
専
ら
本
門
の
救
翻
を
一
具
し
て
‘
泌
門
の
敬
視
と
の
勝
劣
言
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
重
は
第
三
議
と
同
一
本
門
の
敬
視
を
も
っ
て

た
回
、
に
、
逃
川
の
み
な
ら
や
‘
蹟
く
一
大
仰
救
の
救
観
と
の
勝
劣
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
ゐ
る
も
の
L
ゃ
う
で
あ
る
。

次
に
日
隆
上
人
は
「
本
門
弘
経
抄
」
に
、

「
初
心
始
行
ノ
観
心
者
円
、
不
L

放
＝
能
生
根
源
↓
即
L

師
即
ι
経
成
＝
翻
心
一
、
乃
至
・
：
：
・
本
門
三
段
上
之
法
国
外
三
段
此
意
也
、
此
向
之
控
本
三

段
救
相
也
、
女
叉
於
本
門
乃
至
：
：
：
末
代
名
字
下
種
ノ
行
者
ノ
得
分
翻
心
三
段
也
」
（
僻
唯
一
批
判
唯
一
頁
〉

と
い
っ
て
ゐ
る
。
第
四
重
の
本
門
を
「
法
凶
作
三
段
」
ま
た
は
「
翻
心
三
段
」
と
名
づ
け
た
の
は
、
寡
聞
に
よ
れ
ば
仰
が
最
初
の
ゃ
う
で
あ

る
。
か
や
う
に
帥
は
、
雨
A
Q

の
本
門
を
分
別
し
て
は
ゐ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
た
ど
、
在
世
の
本
門
を
第
三
重
の
教
と
、
第
四
重
の
親
心
に

分
け
て
ゐ
る
だ
け
で
る
っ
て
、
そ
の
聞
に
勝
劣
を
立
て
L
ゐ
る
の
で
は
た
い
o
即
ち
師
に
従
へ
ば
、
第
三
重
は
専
ら
本
門
の
敢
に
よ
っ
て

本
遮
を
釘
判
し
た
も
の
C
あ
り
、
第
四
重
は
第
三
重
と
同
一
本
門
の
翻
心
に
ょ
う
て
‘

一
代
悌
敬
を
封
判
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
で

あ
る
。
従
っ
て
帥
に
あ
う
で
は
．
雨
重
の
本
門
は
た
ど
在
世
に
於
け
る
敢
闘
の
相
遣
で
、
そ
の
聞
に
法
体
論
上
の
勝
劣
を
立
て
た
も
の
で

た
い
ゃ
う
で
あ
る
。



次
に
や
L
降
っ
て
、
要
法
寺
日
辰
上
人
は
「
本
零
紗
見
聞
」
に
本
法
三
段
を
「
蹟
序
の
三
段
」
と
呼
ぴ
、
第
三
重
と
第
問
草
は
た
ど
・
序

分
の
臨
岡
崎
の
み
で
、
そ
の
間
に
法
体
論
上
の
異
た
り
を
認
め
て
ゐ
・
な
い
。

ま
た
開
智
日
好
上
人
も
「
本
隼
砂
扶
老
」
に

「
序
分
ヲ
庚
ク
分
別
シ
王
ヲ
計
也
、
流
通
ノ
義
御
沙
汰
無
キ
ハ
其
ノ
意
既
」

と
論
じ
て
ゐ
る
。
市
し
て
顕
本
の
日
鑑
上
人
は
、
と
の
「
扶
老
」
の
設
を
多
と
し
、
そ
れ
を
敷
約
し
て
「
島
中
排
」
に
、

「
只
序
分
妹
耳
、
市
正
宗
興
流
通

A

全ク

M
t
故
＝
今
但
庚
ク
分
＝
別
序
分
↓
耳
」

ム
」
論
じ
て
ゐ
る
。
－
な
ほ
近
代
で
は
、
問
漫
善
知
師
は
「
本
傘
紗
遁
解
」
に
、
第
問
京
の
本
法
三
段
は
「
品
川
の
木
門
コ
一
段
に
章
一
判
念
特
を
加

へ
給
ひ
し
も
の
た
り
」
（
一
八
一
一
良
〉
と
論
断
し
て
同
体
詑
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

い
ま
乙
れ
ら
諸
帥
の
所
論
に
従
へ
ば
、
第
三
重
と
第
四
重
の
南
極
の
本
門
を
、
と
も
に
救
規
一
具
と
み
る
か
‘
或
は
救
視
の
相
遣
と
み

る
か
の
別
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
雨
者
の
本
門
は
在
世
の
教
視
に
し
て
、
法
体
制
で
あ
る
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
そ
と
で
第
三
京
の
上

更
に
第
四
重
の
詔
ゆ
る
本
法
三
段
を
、
宗
訓
叫
が
立
て
ら
れ
た
る
所
以
は
．
第
三
重
の
一
口
問
二
学
は
、
二
経
六
段
の
本
門
三
段
の
五
宗
た
る

の
み
な
ら
や
‘
法
華
経
二
十
八
品
の
疋
宗
分
で
あ
り
、
否
な
、

一
代
仰
救
乃
五
三
世
十
方
微
塵
の
経
・
4

の
王
宗
分
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
を

期
間
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
即
ち
前
の
本
門
三
段
の
巨
ん
一
不
分
の
序
が
涌
出
の
前
学
に
限
ら
れ
る
の
で
‘
第
四
重
に
於
い
て
、
そ
の
外
延
と
し

て
の
序
分
を
時
空
に
豆
う
て
措
張
し
、
も
っ
て
前
の
本
門
三
段
の
中
の
五
宗
一
口
川
二
牛
の
結
封
的
慣
伯
佐
川
酬
は
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
’
r
一僻

し
て
ゐ
る
も
の
L
ゃ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
第
三
重
の
本
控
相
到
の
本
門
よ
り
一
軍
立
入
り
た
る
が
如
き
本
法
の
水
門
を
認
め
た
も
の
？
な
く
‘
第
三
重
の
本
門
の
一
円
川

二
牛
が
そ
の
慣
値
を
勤
ぜ
や
し
て
、
第
四
重
の
一
品
二
宇
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
ん
い
ふ
の
で
あ
る
。

和
書
綱
耐
貨
の
問
純
一
二
段
列
に
於
け
る
底
上
初
釣
に
つ
い
て

一
七
九



別
番
制
嬰
の
川
稀
一
一
一
段
州
に
於
け
る
民
上
相
釣
に
つ
い
て

一
八

O

（

B
〉

異
休
設
と
そ
の
源
流

出
来
、
二
組
本
門
異
休
説
は
、
約
｛
一
不
判
の
思
想
が
中
古
天
台
の
翻
心
主
義
思
想
の
影
響
を
受
け
て
‘
約
敬
判
の
思
想
と
混
同
し
た
と
と

に
よ
っ
て
露
間
し
た
も
の
L
ゃ
う
で
あ
る
つ
而
し
て
我
が
初
期
の
宗
風
一
止
於
け
る
約
宗
判
の
思
想
は
、
南
北
朝
の
頃
に
至
っ
て
漸
ゃ
く
明

瞭
に
分
別
さ
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
宮
士
系
に
於
け
る
日
代
の
唯
本
略
述
、
円
借
畢
＠
日
割
の
体
内
休
外
の
範
臨
時
の
如
き
は
そ
れ
で
あ

る
。
然
る
に
か
L
る
約
宗
判
の
分
別
と
し
て
の
こ
種
本
門
観
は
、
営
時
に
於
け
る
中
古
天
台
の
四
重
興
庭
並
に
三
積
法
華
論
の
思
想
に
影

響
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
が
約
敬
判
の
重
に
誼
閉
さ
れ
る
に
五
っ
た
の
で
あ
る
。

日
捕
の
建
武
元
年
の
記
録
と
倖
ふ
「
方
便
品
詞
不
問
答
記
」
に
は
、
約
救
の
草
に
底
上
相
封
を
論
じ
、
ま
た
日
限
の
「
五
入
所
破
抄
見

悶
」
に
は
、
上
行
所
偉
の
法
休
を
論
じ
て
、

「
爾
前
間
十
齢
年
に
も
秘
し
、
設
円
十
四
品
の
間
に
も
秘
し
、
本
門
書
量
品
に
於
て
も
秘
密
に
し
一
主
ふ
庇
の
御
内
詮
結
要
五
字
の
異
文
を

一
議
り
給
ふ
」

ム
」
い
っ
て
、
文
上
司
買
骨
量
未
聞
糊
論
を
述
べ
て
ゐ
る
。

市
し
で
か
L
る
文
上
書
量
米
顕
e
文
底
書
量
己
顕
諭
は
、

一
一
自
に
於
い
て
大
石
寺
の
文
民
下
罰
論
と
な
っ
て
展
開
し
、
他
国
に
於
い
て

は
．
紳
力
正
意
論
思
想
へ
の
契
機
を
た
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
大
石
寺
日
寛
上
人
は
凶
間
三
段
に
於
け
る
第
三
重
の
本
遺
相
到
の
教
判
は

在
世
押
入
の
機
を
主
体
と
し
て
設
か
れ
た
る
股
谷
文
上
の
教
で
あ
る
か
ら
、
未
叫
ん
賓
蓄
の
敬
判
に
あ
ら
？
と
い
ひ
、
第
問
重
の
本
門
と
そ

下
樟
一
文
民
の
敬
を
詮
顕
す
る
能
判
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
師
に
従
へ
ば
、
第
三
重
の
本
門
は
作
世
の
教
で
あ
っ
て
、
天

台
の
翻
た
る
本
円
で
あ
り
、
第
四
重
の
本
門
は
、
滅
後
下
種
の
教
で
‘
宗
組
の
観
ら
れ
た
る
本
円
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ

の
文
底
下
積
書
量
思
想
の
一
賢
形
を
た
し
た
も
の
が
‘
詞
ゆ
る
榊
力
E
意
論
で
あ
る
。



即
ち
榊
力
正
意
論
の
主
振
は
、
在
世
の
機
に
到
し
て
は
、
書
量
口
聞
に
於
い
て
も
な
ほ
掛
露
に
詑
か
れ
た
か
っ
た
と
と
ろ
の
悌
陀
内
詮
の

根
本
法
華
の
大
法
を
、
滅
後
末
法
の
機
の
た
め
一
脚
力
口
聞
に
設
い
て
付
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
る
冒
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
一
一
目
葉
を
換
へ
て
い
へ
ぽ
、

そ
れ
は
根
本
法
華
た
る
文
民
需
量
と
‘
紳
力
結
要
の
要
法
と
を
結
び
ワ
け
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
榊
力

E
意
論
の
大
成
者
と
も
い
ふ
べ

き
妙
願
寺
日
具
上
人
は
、
「
義
山
致
谷
集
」
に
文
上
書
量
未
聞
献
を
述
べ
て
、

「
民
の
一
念
三
千
は
誼
門
に
於
い
て
未
だ
彰
た
ら
歩
、
本
門
に
於
い
て
も
探
〈
文
底
に
沈
売
り
、
乃
五
・
：
・
：
書
量
品
に
も
底
の
意
と
れ
有

り
と
雌
も
良
質
は
外
に
説
き
顕
す
事
乙
れ
な
し
、
乃
至
雨
門
供
に
民
一
貨
の
一
念
三
千
未
だ
と
れ
を
顕
さ
L
る
録
、
話
理
極
成
せ
り
」
（
上

巻、J
と
い
ひ
、
神
力
在
意
を
論
じ
て
‘

「
本
匙
雨
重
の
設
相
は
是
れ
一
往
勝
劣
の
分
域
也
、
上
行
所
倖
の
妙
法
は
本
建
米
分
の
法
体
也
、
是
れ
結
要
の
五
字
也
、
是
れ
再
往
一
致

の
大
法
也
、
乃
至
：
：
：
結
要
の
大
法
は
uハ
一
脚
力
に
在
る
也
、
然
り
と
雄
も
害
量
口
聞
は
此
の
結
要
を
穎
さ
ん
が
た
め
の
序
也
」
（
下
各
）

と
い
う
て
ゐ
る
‘
と

μ
ら
の
文
に
よ
れ
ば
‘
民
の
一
念
三
千
は
在
世
の
文
上
能
顧
の
書
量
に
は
穎
露
に
現
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
文
上
を
能
入
と
し
て
悟
入
し
た
る
文
底
所
穎
に
内
含
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
書
量
文
民
所
期
の
内
設
の
書
量
は
、
正
し

〈
一
脚
力
品
の
文
上
に
同
附
設
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

従
う
て
師
は
「
本
傘
釣
」
の
山
積
三
段
を
論
じ
て
、
第
三
重
の
木
門
は
随
他
顕
説
法
華
・
の
本
謎
己
分
の
三
段
で
あ
り
、
後
の
第
四
軍
の

木
門
は
随
白
根
本
法
華
の
本
鈍
未
分
の
三
段
で
る
る
と
断
じ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
仰
は
、
顕
説
法
華
、
本
建
己
分
勝
劣
の
本
門
庇
宗
と
、

根
本
法
華
べ
本
語
未
分
一
致
の
本
円
三
段
の
正
宗
と
の
聞
に
法
体
論
上
の
勝
劣
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

さ
て
と

L

K
於
い
て
、
か
L
る
諸
仰
の
具
体
論
と
、
綱
要
の
底
上
相
封
論
b
L

比
較
し
て
み
よ
ろ
。
銅
製
は
前
越
の
如
く
第
三
重
の
本
門

副
肌
書
絢
閣
官
の
問
種
＝
一
段
剣
に
於
け
る
’
h
目
上
相
針
に
ワ
い
て

i¥. 



組
寄
綱
要
の
内
積
＝
一
段
列
に
於
け
る
底
上
初
鈎
に
つ
い
て

i¥. 

は
在
世
の
一
往
勝
劣
の
教
相
の
所
談
で
、
天
台
の
文
土
木
門
で
あ
り
、
第
問
重
の
本
門
は
．

一
致
の
本
門
で
、
営
家
の
・
文
民
木
円
で
あ
る

と
い
ひ
、
在
世
の
本
門
の
敢
に
於
い
て
、
交
上
・
支
店
、
能
入
所
入
の
能
所
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
そ
と
で
綱
要
の
交
上
木
門
コ
一
段

は
、
具
帥
の
顕
読
法
華
の
本
門
コ
一
段
に
営
り
、
綱
要
の
文
院
本
門
＝
一
段
は
、
具
師
の
根
本
法
華
の
本
門
三
段
に
営
る
の
で
は
・
な
か
ら
う
か
。

ま
た
綱
要
の
底
上
相
釘
は
、
寛
師
の
精
一
院
底
上
相
封
思
想
と
五
十
歩
百
歩
の
相
建
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
ホ
寛
師
は
積
院
に
同
上
の
勝
劣

を
乱
じ
た
も
の
で
あ
り
、
綱
要
は
種
脆
同
体
を
論
じ
．
た
ど
股
径
の
上
に
ム
口
営
の
山
向
上
相
封
を
論
ビ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
雨
者
は
そ
の

立
脚
貼
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
が
で
き
よ
う
。
然
し
綱
要
の
い
ふ
寄
量
文
民
の
耽
往
左
は
．
在
世
の
求
門
た
る
能
入
・

能
額
の
文
上
院
経
に
封
す
る
と
と
ろ
の
所
入
・
所
顕
で
あ
る
o
即
ち
そ
れ
は
在
世
能
入
の
本
門
の
脱
待
を
直
ち
に
文
民
股
綻
の
法
と
い
ふ

の
で
は
ゑ
い
。

従
っ
て
、
雨
者
と
も
第
三
重
の
在
世
顕
設
の
能
入
の
本
門
そ
の
も
の
に
絶
封
性
を
認
め
る
の
で
は
た
く
‘
そ
の
本
門
を
能
入
・
市
矧
と

し
て
、
そ
の
奥
底
に
秘
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
入
・
所
頴
の
第
四
重
の
本
門
を
文
底
法
門
と
解
し
て
ゐ
る
黙
は
全
く
同
一
で
あ
る
。
た
ど
そ
の

支
店
法
門
を
、
綱
要
は
文
底
脆
径
の
散
と
い
ひ
、
寛
師
は
文
底
下
種
の
殺
と
い
っ
た
に
す
ぎ
・
泣
い
。

か
や
ろ
に
考
察
し
来
れ
ば
、
綱
要
の
底
上
相
封
も
ま
た
初
期
宗
撃
に
於
け
る
翻
心
主
義
の
潮
流
を
汲
ん
だ
も
の
と
い
は
ぎ
る
を
得
な

ぃ
。
然
し
一
歩
を
譲
っ
て
・
綱
要
の
底
上
相
封
は
約
宗
判
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
在
世
の
敢
に
二
簡
を
認
め
た
も
の
で
な
い
と
し

て
も
、
第
三
重
と
第
四
重
と
は
、
果
し
て
綱
要
の
い
ふ
が
如
く
、

An営
の
本
門
間
の
相
蓮
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
を
た
筋
肉
章
一
の
木
門

は
‘
第
三
重
の
天
台
の
本
門
に
簡
ば
ん
が
た
め
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
ろ
か
。

玉
商
重
の
本
門
は
果
し
て
異
体
勝
劣
な
る
か



綱
要
導
師
は
、
第
三
重
の
本
門
は
‘
進
ん
で
は
前
の
越
門
と
封
し
、
退
い
て
は
後
の
第
四
重
の
本
門
と
封
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て

ゐ
る
。
即
ち
本
門
三
段
の
下
の

「
諭
＝
共
敬
主
↓
非
＝
始
成
正
売
ノ
樟
尊
二
所
説
〆
法
門
亦
如
－
一
天
地
二
十
兆
久
遠
之
上
国
土
世
間
既
品
開
樹
、

一
念
三
千
殆
隔
竹
股
」

の
三
十
九
字
の
文
に
於
い
て
、
前
の
三
十
一
宇
は
‘
と
の
三
重
の
本
門
と
前
迩
門
b
L
封
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
一
念
三
千
殆
隔
竹
膜
」
の

八
字
は
、
と
の
本
門
と
後
の
第
凶
重
一
の
本
法
に
封
判
し
た
交
で
あ
る
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

出
以
外
、
初
期
の
宗
曲
学
に
於
い
て
は
、
こ
の
「
殆
隔
竹
膜
」
の
文
は
．
第
三
重
の
本
門
の
翻
心
を
も
っ
て
、
進
ん
で
前
遮
門
の
翻
心
と
釘

判
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
故
に
と
の
第
三
重
の
三
十
九
字
の
支
は
、
本
門
の
敬
視
を
も
っ
て
、
前
謎
門
の
敬
観
を
割
判
し
た

も
の
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
翻
心
主
義
の
撞
踊
に
伴
左
っ
て
、
第
三
重
の
本
門
を
随
自
と
い
ふ
の
は
且
ら
く
沙
門
に
針
し
て

い
ふ
の
み
で
、
後
の
第
四
重
に
封
す
れ
ば
・
む
ほ
随
他
の
本
円
で
あ
る
と
解
す
る
に
至
り
、
と
L
に
「
殆
隔
竹
膜
」
の
文
は
、
退
い
て
後
の

本
法
に
封
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
L
る
解
樺
を
下
し
た
の
は
、
寡
聞
に
よ
れ
ば
心
性
遺
師
の
「
本

骨
ヰ
砂
見
出
」
が
最
初
D
ゃ
う
で
あ
る
。

い
ま
綱
要
は
濯
帥
の
設
を
機
承
し
て
「
殆
隔
竹
膜
」
の
文
を
第
四
重
と
の
封
判
と
み
お
し
て
ゐ
る
。

と
L
に
於
い
て
師
は
‘
第
三
重
に
「
非
＝
始
成
正
莞
，
糟
隼
」
と
あ
る
文
を
開
伸
し
て
、

「
雄
三
言
共
救
主
非
ニ
始
成
二
亦
非
＝
本
有
ノ
民
伸
一
、
猫
指
＝
盛
鮪
ノ
始
畳
一
」

と
い
ひ
、
ま
た
と
の
文
の
「
久
遠
」
を
轄
し
て
、

「
十
界
久
遠
モ
亦
非
－
h
引山始

L

と
い
っ
て
ゐ
る
o
然
し
か
L
る
解
禅
は
綱
要
が
、
第
三
重
の
本
門
と
後
の
第
四
重
の
本
門
と
の
問
に
強
い
て
法
体
論
上
に
底
上
相
封
を
論

ぜ
ん
と
し

τ下
し
た
も
の
で
、
壁
文
を
胃
潰
す
る
の
茜
だ
し
き
も
の
で
は
た
か
ら
ろ
か
。
ま
た
綱
要
は
、

本
文
に

「
本
門
二
二
一
説
ノ
外
ノ
鄭

組
量
管
制
裂
の
附
種
三
段
列
に
於
け
る
底
上
相
拠
到
に
ワ
い
て

，、



組
書
蜘
珊
耐
官
の
内
積
三
段
醐
叫
に
於
け
る
底
上
拘
裁
に
つ
い
て

一
八
附

信
難
解
随
自
意
」
と
あ
る
文
は
‘
謹
門
に
劃
し
て
且
ら
く
陪
自
意
と
判
ぜ
し
の
み
で
‘
後
本
法
に
封
す
れ
ば
な
ほ
陪
他
意
で
る
る
と
解
し

て
ゐ
る
が
．
と
れ
ま
た
聖
意
を
得
た
も
の
で
は
友
か
ら
う
。

そ
も
／
＼
「
本
曾
紗
」
の
二
経
六
段
に
於
い
て
、
本
証
を
封
判
さ
れ
た
る
聖
意
は
、
天
台
の
本
越
を
分
別
す
る
た
め
で
は
な
く
、
そ
れ

は
台
嘗
本
挫
の
約
宗
判
を
分
別
す
る
に
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
而
し
て
本
誼
乞
封
判
し
て
天
地
の
如
し
と
、
本
文
に
論
じ
て
る
る
が
、

天
地
の
如
き
肱
劣
の
あ
る
本
門
は
‘
天
台
の
本
門
観
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
‘
そ
れ
は
宗
組
の
本
門
観
に
よ
る
本
門
で
・
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
即
ち
本
述
勝
劣
の
本
門
は
定
ん
で
本
化
の
経
体
の
本
円
で
あ
っ
て
、
本
語
同
体
の
本
門
で
は
な
い
。
宗
蹴
に
よ
れ
ば
、
本
逃
同
体

の
本
門
の
如
き
は
‘
本
門
に
あ
ら
宇
し
て
そ
れ
は
法
門
に
す
ぎ
た
い
。
故
に
前
述
門
を
封
判
し
た
る
第
三
重
の
本
門
は
、
望
月
激
厚
救
援

が
「
本
等
砂
講
義
」
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
が
如
く
随
他
の
本
門
に
あ
ら
や
し
て
、
随
自
の
本
円
で
あ
り
、
本
化
。
本
円
で
あ
る
と
解
す
る

の
が
至
営
で
あ
り
、
ま
た
聖
意
に
契
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、
本
文
に
「
非
＝
始
成
正
畳
品
伴
隼
－
」
と
い
ふ
の
は
、
塵
賠
始
成
の
意
で

は
な
く
．
「
本
掌
紗
」
に
謂
ゆ
る
「
五
百
袋
髄
乃
至
所
願

J

一
ニ
身
無
始
，
古
僻
」
の
義
で
あ
り
ま
た
「
十
回
仲
久
遠
」
と
い
ふ
の
は
「
有
始
久
滝
」

で
は
な
く
．
「
無
始
久
遠
」
の
意
で
あ
る
。

さ
て
然
ら
ぽ
「
殆
隔
竹
膜
」
の
文
は
巣
し
て
、
後
の
本
法
と
簡
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
初
期
宗
畢
に
於
て
解
し
て
ゐ
た
如

〈
－
前
漣
門
の
観
心
と
封
判
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
も
し
‘
と
の
第
三
重
の
本
門
を
綱
要
の
如
く
・
随
他
と
す
れ
ば
第
三
重
の
本
門
の

観
心
も
ま
た
後
の
本
法
の
本
門
に
比
す
れ
ば
随
他
と
・
な
る
の
で
、
民
の
事
組
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
然
し
第
三
重
の
本
門
が
本
化

随
自
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
観
心
も
ま
た
随
自
で
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
「
殆
隔
竹
膜
」
の
文
は
、
第
三
重
の
観
心
主

も
っ
て
、
法
門
の
翻
心
を
劃
破
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
の
が
穏
営
で
は
た
か
ら
う
か
。

ま
た
本
文
に
於
け
る
「
殆
隔
竹
膜
」
の
文
の
前
後
の
闘
係
の
文
章
法
か
ら
考
察
し
て
も
‘
と
の
交
は
前
の
文
と
割
判
し
た
も
の
で
る
つ



て
、
後
の
文
章
に
係
か
L
っ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
そ
と
で
と
の
文
を
以
っ
て
、
未
だ
設
か
れ
て
な
い
第
四
の
本
法
と
封
判
す
る
と
と

は
甚
だ
筆
強
附
舎
の
解
揮
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

宗
組
の
確
質
た
る
遺
文
に
よ
る
限
り
、
本
語
相
封
の
本
門
の
親
心
と
雄
も
そ
れ
は
本
法
の
観
心
に
封
ず
れ
ば
、
た
ほ
竹
膜
の
隔
て
が
あ

る
と
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
き
も
の
は
そ
の
例
を
み
危
い
。
「
開
目
紗
」
に
は
、

「
讐
ヘ
ば
月
の
出
ん
と
し
て
共
体
東
山
に
か
く
れ
て
光
り
西
山
に
及
ぺ

E
も
諸
人
月
休
を
見
ざ
る
が
如
し
、
法
華
経
方
便
ロ
聞
の
略
開
三
顕

の
時
、
俳
略
し
て
一
念
三
千
心
中
の
宣
給
ふ
始
め
の
事
た
れ
ば
‘
時
鳥
の
昔
を
臥
そ
び
れ
た
る
者
の
一
昔
き
L
た
る
が
や
う
に
、
月
。

山
の
宇
を
出
で
た
れ
ど
も
薄
雲
の
を
ほ
へ
る
が
如
く
幽
危
り
」
（
七
八
二
百
〉

と
い
っ
て
、
謹
門
の
一
念
三
千
は
、
本
門
に
封
す
れ
ば
、
竹
膜
の
隔
て
が
あ
っ
て
、
未
だ
一
念
三
千
の
賞
義
が
現
れ
ざ
る
と
と
を
明
示
さ

れ
て
ゐ
る
。
い
ま
と
の
文
に
徴
す
れ
ば
、
「
殆
隔
竹
膜
」
の
文
は
、
第
三
重
の
本
門
と
、
後
の
第
四
重
の
本
門
の
観
心
と
封
判
し
た
も
の
で

た
く
‘
そ
れ
は
前
の
遮
門
の
観
心
た
る
「
本
無
今
有
百
田
仲
千
如
」
を
割
判
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

か
や
う
に
考
察
し
来
れ
ば
、
第
三
重
の
本
門
は
‘
「
開
目
紗
」
に
、

「
本
門
に
い
た
り
て
始
成
正
費
乞
破
れ
ば
凶
敬
の
呆
を
破
る
。
四
・
故
の
某
を
破
れ
ば
、
四
散
の
因
破
れ
ね
。
爾
前
述
門
の
十
界
の
因
果
乞

打
破
っ
て
‘
本
門
の
十
回
作
の
因
果
を
設
き
顕
す
。
此
れ
即
ち
本
国
本
果
の
法
門
た
り
、
九
界
も
無
始
の
悌
界
に
共
し
、
僻
田
仲
も
無
始
の

九
凶
作
に
備
り
て
民
の
十
界
五
具
百
界
千
如
一
念
三
千
・
な
る
ぺ
し
」
（
七
六
五

R
V

と
い
う
て
、
本
門
の
敬
観
を
一
具
し
て
‘
建
門
の
敬
観
を
封
破
さ
れ
て
ゐ
る
の
と
同
一
轍
で
あ
る
。

由
来
宗
祖
の
確
貴
な
る
遺
文
に
は
、
敬
翻
は
必
中
並
べ
明
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間

r勝
劣
を
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
た

ぃ
。
従
っ
て
雨
者
の
間
に
強
い
て
分
別
を
立
て
ら
れ
て
ゐ
・
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
即
ち
本
門
の
親
心
を
明
す
時
は
本
門
の
敢
に
立
脚
し
．
本

組
書
綱
要
の
同
種
三
段
殉
に
於
け
る
・
阪
上
相
お
に
つ
い
て

一
八
五



組
＃
宵
抑
制
援
の
問
穏
三
段
列
に
於
け
る
一
低

k
相
封
に
つ
い
て

．、．、

一
川

A
F

門
の
救
相
を
諭
ヂ
る
時
は
本
門
の
観
心
を
内
含
し
て
詑
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
と
の
点
か
ら
、
宗
組
の
翻
ら
れ
た
る
本
門
は
、
教
観
合

論
の
法
体
で
あ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
合
論
と
い
ふ
よ
り
率
る
敬
蹴
共
込
の
本
円
で
あ
る
と
併
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
宗
岨
に
あ

つ
て
は
蹴
心
も
ま
た
敬
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
能
訟
の
政
よ
く
所
顧
の
法
休
た
る
敬
視
を
共
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
能
搬
の
敬

は
た
ど
に
客
観
的
僻
陀
の
無
始
の
み
な
ら
ヂ
、
主
観
的
な
己
心
共
を
詮
抑
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
査
し
そ
れ
は
宗
岨
の
本
門
観
が
‘
中
古
天

台
の
如
く
挫
門
を
捨
て
た
本
門
で
な
く
、
迩
門
を
岡
山
制
し
た
る
始
即
本
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
能
搬
の
教
よ
く
事
観
の
法
体
を
詮
し
‘

事
制
聞
の
法
休
は
能
掘
の
敬
の
所
顕
で
あ
る
。

と
L
に
於
い
て
．
第
三
重
の
本
門
こ
そ
事
制
の
法
休
の
能
顕
で
あ
り
、
第
川
車
は
正
し
く
第
三
重
の
本
門
の
所
顕
の
訟
休
そ
の
も
の
で

あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
故
に
能
川
献
の
救
と
し
て
は
第
三
重
の
本
け
の
敬
が
究
意
の
も
の
で
あ
っ
て
、
第
三
重
の
本
門
の
敬
以
上
に

第
四
重
の
翻
心
の
敬
を
認
め
た
も
の
で
は
た
か
ら
う
。
そ
と
で
宗
岨
に
あ
ワ
て
は
‘
第
三
重
一
の
救
休
は
と
り
も
な
ほ
さ
や
第
四
重
の
親
休

で
あ
う
て
、
能
所
敬
観
何
休
で
は
な
か
ら
う
か
。
従
っ
て
第
三
重
の
本
門
は
能
顕
の
敢
に
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
の
本
門
は
所
顕
の

翻
心
の
法
体
に
約
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
で
き
る
が
‘
そ
の
聞
に
法
体
の
同
時
を
論
や
る
と
と
は
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。
か
や
う

に
第
三
震
の
救
は
よ
く
事
・
視
の
法
体
を
詮
顕
す
る
と
す
れ
ば
．
己
心
共
の
三
千
も
営
拡
詮
開
削
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
敢
に
於
い
て
は
第

四
重
に
比
す
れ
ば
ま
だ
竹
膜
を
隔
っ
と
は
解
さ
れ
た
い
で
あ
ら
う
。

六
第
四
重
の
本
門
を
分
別
さ
れ
た
る
所
以

前
越
の
如
く
、
綱
要
は
「
本
隼
砂
」
に
於
い
て
宗
副
が
、
第
三
重
の
本
門
の
外
に
第
四
重
の
本
門
を
分
別
さ
れ
た
所
以
内
一
は
、
台
山
家

の
本
門
に
簡
ん
で
営
家
の
本
門
を
抑
制
さ
ん
が
た
め
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
本
挫
肱
劣
の
本
門
の
法
体
に
簡
ん
で
、
木
匙
一
致
の
本
門
の



法
体
を
掛
さ
ん
が
た
め
で
あ
り
、
ま
た
本
門
の
能
顕
の
敢
に
簡
ん
で
‘
親
心
の
能
掘
の
散
を
顕
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
と
見
倣
し
て
ゐ
る
。

故
に
い
ま
綱
要
の
意
を
撮
っ
て
、
第
三
重
の
本
門
と
第
四
重
の
本
門
の
関
係
を
闘
示
す
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

昔

、

序

分

一

一

｛

文

上

能

顕

i
卜
｜
序
分
’

本

ム

正

宗

｜

｛

一

一

｛

文

底

所

願

1
1
7此
宗
γ

観
心
の
能
額
ハ
第
四
章
一
の
本
門
）

〆

流

通

一

｜
｜
流
通
、

建

題
目

即
ち
在
世
の
本
門
王
｛
一
万
は
な
ほ
文
上
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
だ
本
化
事
視
の
法
体
の
能
顕
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
第
三
重
の
正

｛
一
別
所
顕
の
法
体
は
始
成
に
非
や
と
雄
も
な
ほ
塵
点
を
菟
れ
や
、

一
念
三
千
そ
の
義
を
脅
す
と
雄
も
た
ほ
民
の
事
観
と
は
竹
肢
を
隔
つ
と
い

ふ
の
で
る
る
っ
と
L
に
於
て
民
の
無
作
三
身
と
員
の
事
翻
は
、
教
の
重
に
於
い
て
は
還
に
顕
現
さ
れ
・
な
か
っ
た
と
と
に
た
る
。
そ
と
で
網

要
は
、
か
の
中
古
天
台
と
同
践
に
、
在
世
本
門
を
能
川
間
と
す
る
所
期
、
ま
た
能
入
の
門
と
し
て
徹
入
し
た
所
入
の
本
門
を
預
想
し
来
っ
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
能
所
・
同
上
を
論
じ
て
相
即
を
論
じ
た
る
も
、
在
世
本
門
の
能
顕
の
営
所
に
直
ち
に
得
院
を
許
し
た
も
の
で
た
い
。

故
に
第
三
五
の
本
門
の
能
額
の
正
宗
一
口
間
二
学
は
‘
第
四
革
本
門
の
法
休
の
能
川
間
た
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
第
四
車
の
前
ゆ
る
久
還
の

本
法
の
正
宗
一
品
二
字
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
第
三
重
の
能
期
間
の
疋
宗
一
品
二
学
も
な
ほ
序
八
刀
に
協
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
み
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
綱
要
は
第
三
重
の
本
門
の
法
休
は
天
台
の
理
視
の
能
頴
の
殺
体
で
あ
り
、
第
四
草
の
本
門
の
法
体
は
営
家
事
視
の
能
額
の
救

休
で
、
前
者
の
本
門
の
教
に
封
す
れ
ば
翻
心
の
殺
で
あ
る
と
み
な
し
て
ゐ
る
。

加
害
綱
要
の
四
棟
三
段
列
に
於
け
る
底
上
相
封
に
つ
い
て

一
八
七



組
書
綱
嘆
の
阿
続
三
段
列
に
於
げ
る
底
上
初
針
に
つ
い
て

一
八
八

さ
て
然
ら
ぽ
果
し
て
、
第
三
重
の
本
門
と
第
四
京
の
本
門
と
は
‘
法
体
論
上
に
教
祖
、
能
所
を
分
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
ろ
か
。
前
述

の
如
く
、
第
三
童
の
本
門
は
、
営
家
の
本
門
の
救
翻
で
あ
る
、
と
す
れ
ば
、
敬
判
と
し
て
は
第
三
重
の
本
弥
一
判
に
於
い
て
究
意
さ
れ
る
と
と

に
た
る
。
故
に
そ
れ
以
上
第
四
重
の
敬
槻
相
封
を
論
守
る
必
要
が
な
い
と
と
に
在
る
。
然
ら
ば
何
故
に
第
四
重
の
本
門
主
分
別
さ
れ
た
の

で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
疑
問
が
起
る
。

て
L
K
於
い
て
、

い
ま
「
本
隼
妙
」
に
於
け
る
阿
樟
三
段
判
の
前
後
の
文
を
考
察
す
る
に
、
「
同
十
五
字
」
に
於
い
て
本
門
の
親
心
た
る

事
制
酬
の
法
体
を
明
し
終
っ
て
、
と
の
法
体
は
「
逃
門
十
四
日
間
未
レ
設
L

之
」
と
い
ひ
、
共
い
で
と
の
問
問
三
段
を
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
市
し
て
観
心
の
絶
封
性
を
顕
す
た
め
に
は
、
そ
の
親
心
の
よ
っ
て
撮
っ
て
立
つ
べ
き
敬
相
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
と
で

と
の
四
積
三
段
は
、

E
し
く
述
門
未
設
の
翻
心
た
る
事
視
の
超
勝
な
る
所
以
を
根
撮
づ
け
る
と
と
ろ
の
戦
相
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と

み
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
第
三
震
に
於
い
て
、
本
門
の
親
心
た
る
事
一
念
三
千
は
．
前
建
門
に
設
か
守
し
て
、
後
本
門
の
正
宗
分
の
所

設
・
な
る
と
と
を
示
し
、
次
の
第
四
重
に
於
い
て
、
第
三
重
の
本
門
の
正
宗
分
は
、
た
ど
に
後
本
門
の
正
宗
分
た
る
の
み
友
ら
や
・
そ
れ
は

法
華
経
一
部
の
正
宗
分
で
あ
り
、
否
左
一
代
の
経
k

乃
至
謹
十
方
の
経
々
の
正
宗
分
で
あ
る
と
と
を
設
か
れ
た
も
の
で
あ
る
c
言
葉
を
換

へ
て
言
へ
ぽ
‘
第
四
重
の
本
法
三
段
は
、
第
三
重
の
本
門
の
正
宗
分
を
絶
到
の
能
判
と
し
て
、
謹
十
方
の
軽
々
を
批
判
し
、
も
っ
て
、
第

三
重
の
本
門
の
法
体
の
絶
封
的
慣
値
を
詮
顕
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

か
や
う
に
考
察
し
来
れ
ば
、
第
三
重
は
能
顕
の
敬
に
約
し
て
所
頴
の
法
体
を
顕
は
し
‘
そ
の
第
三
軍
の
本
門
所
願
の
救
観
一
具
の
法
体

を
も
っ
て
逓
門
所
額
の
敬
観
の
法
体
を
釣
破
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
重
は
、
第
一
一
一
重
の
本
門
所
顕
の
敬
観
の
法
体
に
約
し
て
‘
そ
の
能

顕
の
散
は
、
正
し
く
在
世
の
第
三
重
の
本
門
正
宗
一
品
二
学
に
あ
る
と
と
を
詮
顕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
と
と
が
で
き
る
の
で
は
な

か
ら
う
か
。
即
ち
前
者
は
能
顕
の
敢
に
約
し
て
所
顕
の
法
体
の
超
勝
を
顕
は
し
、
後
者
は
所
顧
の
法
体
に
約
し
て
能
融
の
敬
の
絶
封
性
を



詮
制
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
故
に
前
者
は
形
式
を
も
っ
て
内
容
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
・
後
者
は
内
容
を
も
っ
て
形
式
主

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
が
で
き
あ
。
従
っ
て
在
世
能
額
の
敬
と
所
顕
の
法
体
、
と
は
同
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
聞
に
序
正
を
八
万
つ

べ
き
で
は
在
か
ら
う
。
在
世
能
顕
の
敬
よ
く
久
還
の
本
法
を
顕
は
し
、
久
遠
の
木
法
は
正
し
く
布
世
の
本
門
王
宗
一
口
間
二
字
の
教
に
来
つ

て
飴
親
友
く
詮
顕
せ
ら
れ
た
も
の
で
－
あ
る
と
い
ふ
と
と
を
示
さ
れ
た
も
の
が
、
第
三
重
の
本
門
と
第
四
重
の
本
門
と
の
閥
係
で
あ
ら
う
と

思
は
れ
る
。

そ
と
で
第
四
重
の
本
門
に
於
い
て
「
叉
於
ニ
本
門
乙
と
い
ふ
本
門
は
、
正
し
く
第
三
重
の
本
門
の
救
に
よ
っ
て
詮
顕
さ
れ
た
所
顕
の
法

体
を
受
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
第
三
重
で
、
逃
門
所
設
の
法
体
に
筒
ん
だ
本
門
所
設
の
法
体
を
指
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
べ

き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
第
四
重
の
所
願
の
本
門
に
序
正
流
通
あ
り
と
い
は
れ
た
の
は
能
抑
制
の
敬
に
約
し
て
分
別
さ
れ
た
も
の
に
外
友
ら
な

ぃ
。
い
ま
両
者
の
闘
係
を
固
一
不
す
れ
ば
次
の
如
く
表
す
と
と
が
で
き
よ
う
。

大久

遠

一

j

l
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I 末

法

F査

即
ち
第
四
重
の
本
門
は
、
第
三
重
の
本
門
の
所
顕
の
法
休
を
財
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
‘
第
四
重
の
序
分
は
‘
第
三
市
一
一
の
哉
の
序
分

組
書
制
裂
の
同
種
三
段
列
に
於
け
る
底
上
相
針
に
つ
い
て

一
凡
九



組
書
綱
要
の
四
積
一
一
一
段
列
に
於
け
る
ほ
上
棚
封
に
づ
い
て

一
九

O

を
‘
慣
値
的
訟
法
体
に
よ
っ
て
開
閉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
慣
伯
を
顕
す
に
教
に
約
L
て
一
不
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
通
下

mm
ハ
述
門
同
体
）
以
来
今
呑
迩
門
ま
で
を
序
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
言
葉
を
換
へ
て
い
へ
ば
、
第
三
重
の
本
門
烹
宗
一
口
問
二
字
は
、
本
門

の
涌
出
品
の
前
牛
す
ら
序
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
況
や
慣
値
的
に
み
て
そ
れ
以
下
の
遮
・
土
日
等
を
序
E

と
す
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
と
示
さ

れ
た
の
が
第
四
重
の
序
で
あ
る
‘
故
に
第
四
重
の
序
は
、
第
三
草
の
序
の
慣
値
を
、
教
に
約
し
て
別
閲
さ
れ
た
も
の
と
み
る
ぺ
き
で
あ
ら

内、
久
ノ

も
し
綱
要
の
如
く
第
三
重
の
本
門
は
未
究
意
で
、
第
四
重
の
本
門
と
そ
究
意
の
本
円
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
第
四
重
の
本
門

に
於
い
て
は
、
第
三
重
の
本
門
正
宗
一
品
二
字
を
も
序
分
に
躍
し
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
第
三
重
と
第
四
重
と
は
能
開

所
頴
の
開
係
が
あ
る
に
も
か
h
は
ら
や
、
第
三
重
の
能
額
a

を
序
分
に
躍
し
て
な
い
。
と
れ
は
明
ら
か
に
、
第
三
重
の
本
門
が
、
第
四
軍
の

事
観
の
法
体
の
能
顕
で
あ
る
乙
と
を
明
し
・
第
四
重
の
本
門
が
、
第
三
重
の
本
門
の
所
顕
で
あ
る
こ
と
を
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
天
台
の
観
た
る
第
三
重
の
本
門
豆
宗
を
随
他
文
上
と
名
づ
く
れ
ば
、
宗
祖
の
観
ら
れ
た
る
第
三
重
の
本
門
の
正
宗
は
、
後
の
第

四
重
と
共
に
随
白
文
底
の
法
体
で
あ
る
。
市
し
て
宗
祖
の
木
門
視
に
よ
れ
ば
、
天
台
の
観
た
る
が
如
き
車
点
有
始
の
本
門
は
前
述
門
と
同

体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
在
世
に
於
け
る
第
三
重
の
本
門
の

E
宗
の
法
体
で
は
な
い
。

然
る
に
綱
要
が
在
世
の
救
の
第
三
重
を
天
台
の
本
門
と
観
た
の
は
約
宗
判
と
約
敬
判
を
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
J
1
1
随
向
交
底

の
本
門
に
簡
ん
で
随
他
文
上
の
本
門
主
分
別
す
る
は
台
営
約
宗
判
の
本
門
視
を
分
別
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
営
家
の
敬
、
即
ち
在
世
の
我

の
重
に
於
い
て
、
文
上
・
文
底
二
種
の
殺
の
分
別
を
立
つ
ぺ
き
で
は
な
い
。
既
に
述
ペ
た
如
く
、
在
世
の
本
門
、
即
ち
営
家
の
本
門
は
、

本
門
の
法
休
自
体
が
椅
即
本
‘
塵
点
即
無
始
を
設
い
た
も
の
で
、
越
を
離
れ
た
本
、
始
属
品
を
離
れ
も
八
草
本
で
は
左
い
。
故
に
花
世
思
議
の

本
門
は
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
無
始
の
古
怖
を
説
い
た
も
の
で
、
そ
白
問
に
鹿
一
点
と
無
始
と
を
針
立
せ
し
め
て
相
即
を
論
じ
た
も
の
で
な



ぃ
。
即
ち
本
謹
一
致
の
翻
心
は
正
し
く
在
世
顕
設
の
本
門
正
宗
に
於
い
て
詮
顕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
宗
姐
は
始
即
本
の
義
が
正
し

く
詮
撤
さ
れ
た
る
本
門
正
宗
を
以
て
絶
釣
の
能
判
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
の
能
判
を
離
れ
て
は
、
箪
弘
仏
る
始
成
と
左
る
か
、
ま
た
は

中
古
天
台
の
詞
ゆ
る
自
然
本
莞
の
本
門
と
な
る
か
に
す
智
な
い
。
故
に
綱
要
の
如
く
、
在
世
の
本
門
の
敢
に
始
莞
の
文
上
の
本
門
と
、
本

曜
の
文
氏
の
本
門
と
を
分
別
し
て
雨
者
の
聞
に
底
上
相
封
ま
た
は
相
即
を
論
十
る
が
如
き
は
、

一
一
回
の
寄
り
合
せ
の
本
法
に
す
ぎ
友
い
。

そ
れ
は
内
面
的
融
即
不
離
の
本
謹
一
致
で
は
た
い
。
然
る
に
｛
一
別
組
の
観
ら
れ
た
る
本
門
は
．
始
本
不
離
融
即
の
も
の
で
そ
の
間
に
能
所
相

封
が
あ
る
の
で
な
い
。
も
し
綱
要
の
如
く
在
世
の
救
の
本
門
に
二
種
の
本
門
が
あ
る
と
す
れ
ば
．
そ
の
問
如
何
に
相
即
を
説
く
と
も
究
意

の
能
判
は
、
自
然
無
作
を
識
く
鼠
本
質
の
本
円
で
あ
る
と
と
に
な
る
。

宗
祖
の
本
門
観
は
、
天
台
の
如
く
皐
・
な
る
塵
点
の
始
莞
の
本
門
に
も
あ
ら
守
、
ま
た
中
古
天
台
の
如
き
翠
な
る
自
然
無
作
の
本
費
の
本

門
に
も
あ
ら
や
、
そ
れ
は
正
し
く
始
即
本
の
義
が
詮
顕
さ
れ
た
本
円
で
あ
る
。
未
顕
の
越
は
単
始
覚
な
る
が
故
に
と
れ
を
簡
ひ
、
正
し
く

誼
を
閉
し
た
る
本
円
、
即
ち
始
即
本
の
本
門
乞
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
本
門
は
、
夜
世
の
本
門
正
｛
一
京
に
於
い
て
詮
顕
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
天
台
。
観
た
る
が
如
く
遺
体
の
用
を
説
く
が
如
き
本
門
は
未
だ
未
顕
の
遮
に
麗
し
、
宗
剖
胞
の
本
門
親
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
は

在
世
の
本
門
の
散
で
は
な
い
。
在
世
の
本
門
の
散
は
、
天
台
の
本
門
と
簡
ん
で
文
底
と
い
ふ
の
み
で
、
在
世
本
門
の
敢
に
文
上
・
文
底
相

封
の
二
種
の
本
門
が
あ
る
の
で
は
た
い
と
い
ふ
こ
と
は
優
陀
那
和
向
の
道
破
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
る
で
あ
る
。

故
に
営
家
の
本
門
の
救
は
た
ど
開
迩
顕
本
の
賞
義
左
説
く
唯
一
つ
の
本
門
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
門
は
天
台
の
本
門
と
簡
ん
で

文
底
の
本
門
と
い
ふ
こ
と
は
で
き
る
が
、
在
世
の
敢
に
簡
ん
で
文
底
と
い
ふ
乙
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
在
世
の
本
門
は
開
遊
間
胤

本
の
始
却
本
の
本
門
の
み
で
あ
っ
て
始
本
針
立
の
二
種
が
る
る
の
で
は
な
か
ら
う
。
従
っ
て
、
問
額
三
段
に
於
け
る
第
三
車
の
本
門
の
正

宗
と
、
第
四
重
の
本
門
の
王
宗
の
法
休
は
同
一
休
で
は
な
か
ら
ろ
か
。

副
書
綱
要
の
四
似
三
段
列
に
於
け
る
底
上
相
針
に
つ
い
て

九



制
川
書
制
雨
宮
内
四
種
三
段
列
に
於
け
る
底
上
相
到
に
つ
い
て

九

ま
た
制
安
は
、
在
祉
の
本
門
は
越
本
綿
入
の
機
に
設
か
れ
た
本
逃
相
封
の
本
円
で
あ
る
か
ら
、
木
謹
一
設
の
救
に
は
劣
る
と
い
ふ
ゃ
う

在
思
想
が
あ
る
。
と
れ
全
く
中
古
天
台
の
義
に
外
左
ら
な
い
の
で
あ
る
。
由
来
、
本
迩
勝
劣
の
相
封
の
本
門
と
、
本
法
一
致
の
絶
釘
の
本

門
と
は
別
休
の
も
の
で
は
な
く
、
と
れ
は
同
一
本
門
を
破
邪
顕
正
即
ち
救
判
と
宗
旨
と
に
分
別
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
本
述
一
致
の
宗

旨
は
正
し
く
本
迩
相
封
の
本
門
に
よ
っ
て
顕
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
敬
相
の
本
門
が
賓
義
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
所
顕
の
宗
旨
も
ま

た
宮
義
た
る
と
と
を
得
・
な
い
で
あ
ら
う
。

弐
に
ま
た
綱
要
は
、
末
法
の
題
白
を
第
四
重
の
流
通
に
躍
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ
ま
た
第
四
重
の
三
段
判
の
綱
格
に
遣
す
る
も
の
で
は
な

か
ら
う
か
の
即
ち
第
四
重
の
三
段
は
、
法
休
そ
の
も
の
L
流
布
の
次
第
に
約
し
て
序
正
流
通
を
分
別
し
た
も
の
で
た
く
、
法
体
を
三
段
に

直
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
三
段
は
、
第
三
重
と
向
じ
く
能
顕
の
救
に
約
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
故
に
在
世
正
宗
を
中

心
と
す
る
場
合
は
、
下
種
の
題
目
は
、

正
し
く
在
世
正
宗
一
品
二
学
所
顧
の
法
体
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
営
然
久
遠
下
種
の
大
法
と
同
じ

く
、
在
世
の
正
宗
に
話
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
在
世
肱
径
の
正
宗
一
品
二
牛
を
中
心
冒
と
す
る
時
は
、
下
種
は
在
世
心
院
と
同
体

で
あ
る
か
ら
、
久
還
の
下
舟
の
法
体
も
、
末
法
の
下
種
の
法
体
も
、
と
も
に
在
世
脆
径
の
正
宗
に
協
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
考
察
し
来
れ
ば
‘
宗
岨
が
第
三
重
の
本
門
の
外
に
第
四
重
の
本
門
を
分
別
さ
れ
た
の
は
‘
第
三
重
の
王
宗
一
品
二
字
を
も
っ

て
能
m
酬
と
し
て
一
切
の
軽
々
を
批
判
し
、
第
三
重
の
本
門
正
宗
一
品
二
字
所
顕
の
法
休
の
絶
封
性
を
詮
顕
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
而
し
て

第
三
重
を
立
て
ら
れ
た
の
は
第
四
豆
O
本
門
の
能
顕
の
一
品
二
字
は
、
正
し
く
在
世
顕
設
の
第
三
重
の
本
門
の
正
宗
分
の
教
で
あ
る
と
と

を
頴
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

故
に
第
四
重
の
敬
判
を
建
立
さ
れ
た
る
霊
意
は
‘
在
世
に
於
い
て
正
し
く
悌
意
の
究
意
し
た
る
第
三
重
の
本
門
正
宗
一
品
二
学
所
開
制
。

法
体
は
．
久
遠
下
種
の
本
法
と
同
体
で
あ
り
、
ま
た
末
法
下
種
の
題
目
と
同
体
で
る
る
と
と
を
明
示
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
言
葉
を
換
へ



て
い
へ
ば
、
久
遠
の
本
法
と
、
在
世
正
宗
所
頴
の
敬
法
と
、
末
法
下
種
の
題
目
の
三
者
同
一
体
な
る
と
と
を
詮
顕
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

而
し
て
在
世
正
宗
一
品
二
宇
陀
於
い
て
一
度
び
僻
意
の
本
法
が
詑
き
聾
さ
れ
て
究
意
す
れ
ば
、

一
切
の
敬
法
は
一
品
二
牛
の
体
内
の
共

徳
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
品
二
牛
所
願
の
救
法
に
は
種
熟
股
を
具
す
る
の
で
あ
る
。
一
言
葉
を
換
へ
て
い
へ
ば
、
在
世
正
宗
一
品
ニ

半
に
至
っ
て
始
め
て
敬
翻
一
具
、
種
脆
同
体
の
久
遠
の
本
法
が
顕
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
三
重
の
本
門
も
、
第
四
重
の
本
門
も
そ
の

本
質
に
於
い
て
は
と
も
に
敬
親
合
論
の
本
門
で
、
第
四
重
は
第
三
重
の
敬
判
を
究
意
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
た
ど
第
三
重
の
本
門
は

事
翻
の
能
嗣
の
敢
に
約
し
、
第
四
重
の
本
門
は
事
翻
の
法
体
そ
の
も
の
を
本
門
と
い
は
れ
た
相
違
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

然
る
に
綱
雨
空
の
如
く
、
開
控
顕
本
の
究
意
し
た
る
本
門
の
敢
に
於
い
て
友
ほ
始
本
・
底
上
の
相
封
b
b
分
別
し
て
敬
観
二
種
の
本
門
を
認

め
る
が
如
き
は
、
民
の
本
迩
一
設
の
本
門
で
は
な
く
、
な
ほ
始
本
相
封
の
域
を
肱
せ
ざ
る
天
台
の
翻
た
本
円
で
あ
る
。
従
っ
て
紋
の
中
古

天
台
の
如
く
在
世
の
本
門
の
寄
量
た
ほ
真
の
関
越
瀬
本
の
本
語
一
致
の
敬
で
な
い
と
い
ふ
と
と
に
な
り
、
救
以
上
の
翻
心
を
認
め
ざ
る
を

得
・
な
い
と
と
に
な
る
v

と
こ
ろ
で
宗
岨
の
本
門
観
に
よ
れ
ば
在
世
正
宗
に
於
い
て
開
迩
顕
本
の
俳
意
が
顕
現
し
て
飴
す
と
と
る
が
た
い
D

故
に
夜
世
の
本
門
の

正
宗
一
品
二
宇
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
敬
で
あ
る
と
同
時
に
視
で
あ
る
。
即
敬
観
の
分
つ
べ
き
も
の
が
た
い
。
そ
と
で
と
の
正
宗
に
於
い

て
敬
観
を
分
別
し
相
封
を
論
や
る
こ
と
は
で
き
た
い
。
故
に
聞
法
即
肱
の
大
法
は
在
世
正
宗
書
盆
に
至
ワ
て
始
め
て
頴
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
第
三
重
に
於
い
て
も
第
四
重
に
於
い
て
も
、
そ
れ
が
宗
副
の
翻
ら
れ
た
る
本
円
で
あ
る
限
り
敬
硯
一
体
合
論
で
あ
ら
ろ
。
と

L
K
於

い
て
「
翻
心
の
本
隼
」
は
「
敬
門
の
本
隼
」
で
あ
り
、
ま
た
「
信
心
の
本
隼
」
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
本
隼
は
、
五
し
く
在

世
「
本
門
書
量
品
の
本
隼
」
で
あ
る
。

以
上
と
れ
を
要
す
る
に
、

一
位
、
第
三
重
の
本
門
は
能
期
間
の
政
で
あ
り
、
第
四
重
の
本
門
は
所
顕
の
翻
心
で
あ
る
と
い
ふ
分
別
は
可
能

組
世
官
制
制
国
賓
の
四
種
一
一
一
段
到
に
於
げ
る
い
低
上
相
封
に
ワ
い
て

::Jr.. 



組
番
制
要
の
阿
種
三
段
列
に
於
け
る
底
上
格
裁
に
つ
い
て

一
九
四

で
る
る
。
然
し
、
｛
一
京
岨
が
第
三
重
と
第
川
重
の
雨
豆
の
本
門
を
分
別
さ
れ
た
る
所
以
は
、
救
に
簡
ぶ
と
と
ろ
の
翻
心
を
一
不
さ
ん
が
た
め
で

は
な
く
、
第
三
重
に
よ
っ
て
能
財
閥
の
救
に
約
す
る
所
顕
の
法
体
を
閣
は
し
、
第
四
重
に
よ
っ
て
所
顕
の
法
体
に
約
す
る
能
顕

ω救
を
崩
し
、

雨
者
相
候
っ
て
本
門
の
政
判
を
究
意
し
・
も
っ
て
事
視
の
法
体
の
能
回
闘
は
正
し
く
、
在
世
正
宗
一
品
二
牛
に
来
っ
て
究
意
し
た
る
と
と
を

開
閉
さ
ん
が
た
め
で
は
・
な
か
ら
ろ
か
ο

即
ち
伸
意
の
内
詮
久
遠
の
本
法
は
、
綱
要
の
如
く
第
四
重
乞
能
額
と
す
る
の
で
は
左
く
、

正
し
く
第
三
重
本
門
正
宗
に
来
っ
て
究
意
し

顕
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
正
宗
一
品
二
字
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
如
何
な
る
敬
K

も
皆
無
得
遣
で
あ
り
、
未
援
で
あ
る
。

切

の
救
法
が
こ
の
正
宗
か
ら
離
る
L
時
、
彼
等
は
そ
の
慣
値
乞
失
・
な
っ
て
小
乗
未
援
の
散
と
な
る
。
而
し
て
末
法
の
大
法
は
正
し
く
と
の
在

世
正
宗
一
品
二
令
所
顕
の
法
体
で
あ
る
。
在
世
正
宗
一
品
二
A
T
K
於
い
て
初
め
て
伸
意
が
究
意
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
五
宗
は
設
で

あ
っ
て
し
か
も
観
で
あ
る
。
故
に
第
四
重
の
本
門
を
分
別
し
た
の
は
第
三
重
の
本
門
に
超
過
の
義
を
明
さ
ん
が
た
め
で
は
な
く
、
第
三
重

の
正
宗
分
た
る
一
品
二
字
は
．
後
本
門
の
正
宗
分
た
る
の
み
な
ら
や
、
法
華
経
一
部
乃
至
謹
十
方
術
盛
の
）
経
々
の
正
宗
分
た
る
こ
と
を
明

し
て
、
第
三
重
の
本
門
の
敬
の
絶
封
的
慣
値
を
顕
は
し
た
も
の
と
み
る
と
と
が
で
き
よ
う
。

従
っ
て
第
三
重
の
一
日
間
二
字
は
、
天
台
の
規
た
る
が
如
き
迩
門
同
体
の
一
品
二
学
で
は
た
く
、
宗
組
の
硯
ら
れ
た
る
一
品
二
竿
で
あ
る

か
ら
．
も
し
天
台
の
翻
た
る
一
品
二
牛
を
文
上
随
他
と
名
づ
く
れ
ば
、
と
れ
は
第
四
重
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
ル
ム
ハ
に
文
底
随
自
の
正
宗
で
る

り
．
ま
た
第
三
重
の
一
品
二
牛
を
在
世
旧
制
設
に
約
し
て
文
上
書
量
で
あ
る
と
い
へ
ば
‘
第
四
重
も
ま
た
文
上
書
骨
量
で
あ
っ
て
、
用
者
の
法

体
に
能
川
を
揃
じ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
故
に
綿
四
重
の
本
法
三
段
の
法
体
は
第
三
重
の
法
体
と
金
川
で
あ
る
。
と
K

A

K

A

一
不
岨
の
敬
判

の
特
色
が
あ
り
、
ま
た
強
み
が
あ
る
の
で
は
・
な
か
ら
う
か
。
も
し
在
世
嗣
詑
の
一
品
二
宇
も
た
ほ
文
上
に
し
て
‘
そ
の
文
底
に
徹
入
し
な

け
れ
ば
民
の
一
念
三
千
が
顕
れ
な
い
と
す
札
ば
、
法
華
経
の
絶
封
的
優
越
性
を
顕
す
こ
と
が
不
可
能
で
る
る
。
否
左
そ
れ
ば
か
り
で
な
く



そ
れ
は
顕
敬
の
法
華
経
の
奥
民
に
所
入
の
密
敬
の
法
華
経
を
諜
想
す
る
ζ

と
に
な
り
、
額
密
判
の
敬
判
に
膝
を
賭
す
る
と
と
に
な
ら
ざ
る

を
得
た
い
の
で
あ
ら
う
。
宗
祖
の
敬
判
の
特
色
は
救
観
を
合
諭
し
て
そ
の
聞
に
分
別
を
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
と
と
で
は
た
か
ら
よ
ソ

か
。
而
し
て
敬
の
主
に
能
所
敬
視
を
分
別
し
て
勝
劣
を
論
巴
た
も
の
が
中
古
天
台
の
敬
判
で
あ
る
つ

士
開
目
紗
の
文
の
文
底
に
つ
い
て

由
来
席
上
相
封
の
文
擦
は
、
「
開
目
紗
」
に
、

「
一
念
三
千
の
法
門
は
、
但
法
華
経
の
本
門
書
景
品
の
文
の
底
に
沈
め
た
り
」

と
あ
る
文
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
L
に
い
ふ
「
文
底
」
と
は
優
陀
那
和
向
が
、
綱
要
の
義
を
訂
し
て
「
正
義
」
に

「
紗
文
亦
非
下
封
U

・
文
上
一
而
一
E
一
三
也
、
被
ノ
文
但
タ
羽
岡
＝
書
量
二
二
千
f
文
理
難
日
見
而
華
厳
真
言
，
諸
何
不
プ
知
L

之
ヲ
、
以
手
掛
二
代
不
説
湖
町
制

之
旨
↓
而
巳
」
（
制
時
一
五
三
頁
）

と
い
は
れ
て
ゐ
る
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
絞
っ
て
在
世
の
救
に
底
上
二
種
の
本
門
を
分
別
し
た
も
の
で
な
く
、
そ
れ
は
本
門
翻
の
究
意
と

未
究
意
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
親
心
主
義
の
撞
凶
に
伴
在
っ
て
、
在
世
の
本
門
に
於
け
る
部
所
の
分
別
と
み
な
さ
れ
る
に
石
市

っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
在
世
山
開
設
の
書
量
を
文
上
と
し
、
と
の
文
上
の
害
量
の
奥
底
に
帥
意
内
詮
の
需
品
市
一
た
る
も
の
が
あ
っ
て
、
と
の
文

慌
の
書
量
は
、
在
世
の
機
の
た
め
に
は
未
だ
財
閥
露
に
設
か
れ
な
か
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
か
L
る
解
躍
は
ベ
開
目
紗
L

の
交
を
的
解
し
た
も
の
で
あ
る
つ
「
開
日
野
L

に
は
明
ら
か
に
、
前
述
門
に
は
悌
の
本
懐
た
る
一
’
念

一
二
千
は
「
月
の
山
の
宇
を
出
で
た
れ

E
も
海
市
去
の
蔽
へ
る
が
如
く
か
す
か
な
り
し
を
」
〈
七
八
二
）
後
本
門
に
亙
っ
て
（
本
門
の
十
界
C
閃

果
乞
説
き
顕
は
す
」
と
い
ひ
、
ま
た
「
太
田
書
」
に
は
、

組
書
綱
市
営
の
四
縛
一
三
段
剣
に
於
け
る
底
上
初
封
に
つ
い
て

一
九
五



組
主
宵
制
要
の
阿
話
相
三
段
舛
に
於
け
る
底
上
利
到
に
つ
い
て

一
九
六

「
正
し
く
久
遠
宜
成
の
一
念
三
千
の
法
門
は
前
凶
味
並
に
法
華
粧
の
控
円
十
川
口
問
ま
で
秘
め
さ
せ
給
ひ
て
有
り
し
が
、
本
川
E
宗
に
五
り

て
誇
量
品
に
詑
き
顕
し
給
へ
り
」
（
一
、
七
二
二
百
）

と
言
明
し
て
あ
り
、
－
な
ほ
「
撰
時
紗
」
に
は
、

「
仰
は
詑
き
謹
し
給
へ
ど
も
、
怖
の
滅
後
に
迦
葉
・
阿
難
・
馬
鳴
・
龍
樹
・
無
渚
・
天
親
乃
至
天
台
・
倖
救
の
い
ま
だ
弘
通
し
ま
し
ま
さ

ぬ
最
大
の
深
密
の
正
法
、
経
文
の
両
に
現
前
た
り
」
（
一
、
一
二
六
〉

と
も
、
或
は
「
経
文
分
明
に
」
と
も
あ
る
。

い
ま
と
れ
ら
の
交
に
よ
っ
て
「
文
民
」
の
交
を
推
察
す
る
に
、
こ
れ
は
伸
意
の
事
視
が
秘
め
ら
れ
て
ゐ
て
椴
露
に
は
誰
か
れ
て
ゐ
な
い

と
い
ふ
意
で
は
た
く
、
寧
ろ
俳
意
の
事
観
が
需
品
型
一
品
に
至
っ
て
顕
露
に
設
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
悌
意
は
正
し
く
害
景
品
に
於
い

て
顕
現
し
・
究
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
伸
意
の
事
視
は
喜
一
骨
量
品
に
秘
出
概
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

も
し
と
の
解
禅
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
在
世
顕
説
の
第
三
重
の
本
門
の
正
宗
分
が
、
と
り
も
友
ほ
さ
や
第
四
重
本
法
三
段
の
正
｛
一
目
分

の
一
品
二
牟
で
あ
り
‘
能
判
で
あ
る
。
そ
と
で
敬
判
と
し
て
の
究
意
の
能
判
た
り
う
る
も
の
は
、
正
し
く
在
世
間
制
設
の
第
三
重
の
本
門
で

あ
る
。と

と
ろ
で
こ
の
第
三
重
の
本
門
以
上
に
一
重
立
入
り
た
る
第
四
重
の
翻
心
の
木
門
な
る
も
の
を
認
め
て
四
重
興
鹿
の
救
判
を
立
て
た
の

が
前
ゆ
る
中
古
天
台
の
翻
心
主
義
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
中
古
天
台
の
義
に
よ
れ
ば
、
在
世
の
本
門
な
ほ
と
れ
謎
併
の
所
設
で
あ
る
か
ら

前
述
門
に
比
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
円
で
あ
る
と
睡
も
、
根
本
法
華
の
本
門
に
比
す
れ
ば
、
地
世
の
木
越
は
、
共
に
建
中
の
本
波
で
あ
る
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
本
門
翻
は
、
在
世
の
木
門
は
な
ほ
逃
仰
の
所
設
で
、
迂
姐
遣
の
機
に
詑
か
れ
た
る
本
建
相
封
の
随
他
の
本

円
で
あ
り
‘
根
本
法
華
の
本
門
は
本
伸
の
内
詮
に
し
て
、
機
に
封
し
て
説
か
れ
ざ
る
本
述
未
分
の
随
自
の
本
円
で
あ
る
と
い
ひ
、
在
世
所



設
の
救
と
、
そ
の
・
故
主
に
絶
封
性
を
認
め
て
ゐ
な
い
。
故
に
中
古
の
い
ふ
本
門
視
は
．
退
い
て
は
本
語
同
体
の
本
円
で
あ
り
、
進
ん
で
は

始
成
始
且
見
直
点
の
池
帥
を
否
定
し
去
っ
た
草
本
畳
の
無
作
自
然
仰
に
堕
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
ん
一
川
副
の
本
門
視
は
、
在
世
間
制
設
の
第
三
重
の
本
門
の
救
と
そ
の
教
主
に
絶
封
性
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
宗
祖
に
従
へ
ぽ
、
第
三

重
の
本
門
の
外
に
た
ほ
勝
れ
た
る
第
四
重
の
本
門
の
理
が
あ
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
十
代
世
の
本
門
の
救
主
以
外
に
本
備
が
あ
る
の
で
も
な

ぃ
。
即
ち
在
世
間
期
設
の
本
円
乙
そ
‘
本
伸
防
白
内
詮
の
殺
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
敬
主
と
そ
、
唯
一
結
封
の
久
遠
本
併
で
あ
る
。
故
に
「
報

思
紗
」
に
は
「
本
門
の
救
主
轄
掌
を
本
傘
と
す
べ
し
」
と
い
ひ
、
第
三
互
の
本
門
の
救
主
禅
掌
が
と
り
も
た
ほ
さ
や
久
還
の
本
側
で
あ
り

唯
一
絶
到
の
本
尊
で
あ
る
と
設
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

天
台
大
帥
に
よ
れ
ば
前
後
迩
本
二
門
の
法
休
は
悶
休
で
あ
る
。
従
っ
て
法
華
経
の
理
は
後
本
門
の
所
設
を
侠
た
や
し
て
前
述
門
に
於
い

て
究
意
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
本
門
は
前
述
門
の
誰
休
の
用
を
説
い
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
宗
祖
に
よ
れ
ば

二
門
の
法
体
は
救
硯
北
ハ
に
天
地
の
異
り
が
あ
る
。
従
っ
て
前
週
門
に
於
い
て
は
法
華
経
一
部
の
理
は
未
だ
究
意
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
後
本
門
の
在
宗
分
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
前
訪
門
は
、
後
本
門
の
序
分
で
あ
り
、
前
提
で
あ
っ
て
、
本
門
構
成
の
基
礎

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
素
材
と
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
究
意
の
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
‘
ん
一
不
耐
の
本
門
視
は
述
門
を
否
定
し
て
捨
て
去
っ
た
と
と
ろ
の
も
の
予
は
な
い
。
否
な
宗
祖
の
本
門
視

に
よ
れ
ば
、
法
門
は
木
門
構
成
の
基
院
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
所
詮
の
理
を
顕
す
に
は
献
く
べ

か
ら
ざ
る
要
素
を
・
な
し
て
ゐ
る
も
の
で
る
る
。
即
ち
本
円
は
妙
一
門
を
離
れ
た
架
尽
の
揖
悶
で
は
な
く
、
堅
同
な
る
基
礎
工
事
の
上
に
建
て

ら
れ
た
る
楼
閣
で
あ
る
a
而
し
て
本
控
定
割
判
す
る
は
、
目
的
物
た
る
権
閣
の
建
立
を
応
れ
て
、
た
ど
基
礎
工
事
だ
け
を
も
っ
て
こ
と
足

れ
り
と
す
る
未
完
成
の
控
を
椛
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
賄
即
本
の
木
門
と
．
強
門
封
破
の
本
門
と
の
問
に
勝
劣
が
あ
る
の
で
は
た
い
。

剖
肌
香
綱
市
首
の
問
続
三
段
列
に
於
け
る
成
上
相
到
に
つ
い
て

一
九
七



肌
量
宵
剃
嬰
の
附
積
三
段
舛
に
於
け
る
い
民
上
相
針
に
つ
い
て

一
九
八

従
う
て
、
本
迩
相
到
の
救
相
の
本
門
と
、
始
即
本
の
宗
旨
の
木
門
の
雨
者
の
法
体
は
同
体
で
あ
る
。
と
れ
優
陀
那
和
品
川
が
、
営
家
の
教
は

本
語
勝
劣
で
あ
っ
て
し
か
も
一
致
で
あ
る
と
迫
破
さ
れ
た
所
以
で
は
な
か
ら
う
か
。

（八）

結

号ゐ
E悶

以
上
の
縫
設
を
要
約
す
れ
ば
‘
四
種
三
段
に
於
い
て
、
第
凶
荒
の
三
段
を
分
別
さ
れ
た
る
所
以
は
、
第
三
重
の
天
台
の
本
門
に
簡
ん
で

常
家
の
本
門
を
顕
さ
ん
が
た
め
で
も
友
〈
、
ま
た
第
三
重
の
敢
に
視
ん
で
観
を
期
し
、
も
っ
て
敬
観
相
針
を
論
ぜ
ん
が
た
め
で
も
た
く
‘

そ
れ
は
、
第
三
重
の
能
顕
の
敬
体
が
即
ち
第
四
重
の
所
願
の
観
体
と
同
体
で
あ
る
と
と
を
顕
し
、
教
組
・
能
所
相
侠
っ
て
第
三
重
の
本
門

の
絶
封
性
を
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
・
な
か
ら
う
か
。
放
に
第
三
重
の
敬
判
は
能
顕
の
敢
に
約
し
て
所
顕
の
法
休
の
勝
劣
を
分
別
さ
れ
た
も

の
で
る
り
、
第
四
重
の
敬
判
は
、
所
町
闘
の
法
体
に
約
し
て
、
能
刷
聞
の
設
の
勝
劣
を
分
別
さ
れ
た
も
の
と
み
る
と
と
が
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
現
存
の
遺
文
に
は
敢
闘
A
口
論
の
同
体
読
に
到
し
て
、
観
心
主
義
の
も
の
が
な
い
で
は
な
い
。
即
ち
「
十
法
界
紗
」
に
は
、
中

古
天
台
と
同
一
の
用
語
を
も
っ
て
四
重
興
農
を
論
じ
、
「
今
此
三
界
合
文
」
に
は
倖
敬
の
作
と
惇
ふ
「
懐
中
決
」
の
文
を
引
刑
し
て
随
白
陪

他
の
二
種
本
門
を
認
め
、
ま
た
「
御
義
口
倖
」
に
は
、
本
門
能
入
設
並
に
三
杭
法
華
未
八
刀
の
題
目
〔
上
廿
問
丁
）
を
説
い
で
あ
る
が
如
き

は
、
翻
心
主
義
思
想
の
現
れ
で
あ
る
。
さ
れ
ど
、
と
れ
ら
の
御
堂
同
の
成
立
に
つ
い
て
は
い
づ
れ
も
員
協
の
論
が
あ
り
、
ま
た
幾
多
の
方
町

か
ら
研
究
の
飴
地
が
あ
る
の
で
、
と
れ
ら
の
御
需
に
よ
っ
て
直
ち
に
宗
祖
の
根
本
思
想
乞
窺
ふ
と
と
は
甚
だ
危
険
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

「
十
法
界
紗
」
に
設
〈
本
語
の
如
き
は
明
か
に
木
越
同
休
で
あ
っ
て
二
設
で
は
な
い
。
恐
ら
〈
教
観
相
封
を
決
休
に
約
し
て
分
別
し
た
も

の
は
、
中
古
天
台
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
宗
祖
の
本
門
翻
に
よ
れ
ぽ
、
本
門
の
大
教
師
ハ
れ
庁
制
心
の
犬
救
が
究
立

す
る
の
で
あ
る
‘
そ
と
で
親
心
の
大
教
が
興
っ
た
と
て
本
門
の
大
教
が
亡
す
る
の
で
は
・
な
か
ら
う
。



最
後
に
と
の
小
論
を
摘
筆
す
る
に
臨
み
、
碩
畢
日
導
上
人
の
畢
生
の
「
制
袋
」
に
封
し
て
、
研
究
の
詮
上
に
る
る
未
熟
な
る
思
想
を
も

っ
て
濫
り
に
論
断
を
敢
て
な
し
、

そ
の
接
設
を
是
非
せ
る
は
、
綱
要
の
思
想
を
曲
解
せ
し
の
み
な
ら
や
、
「
本
隼
紗
」
の
聖
意
を
誤
る
の
韮

だ
し
き
も
の
に
る
ら
ざ
る
か
を
悟
る
の
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
私
評
の
謀
れ
る
を
悟
っ
た
時
に
は
直
ち
に
愚
見
を
改
め
、
導

上
の
隼
霊
に
低
頭
し
て
不
遜
の
罪
を
乞
ふ
弐
第
で
あ
る
。
希
く
ば
大
方
の
叱
正
の
斧
餓
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を
。

ー
終
り

l

（
昭
和
十
四
年
丸
月
サ
四
日
）

胤
書
綱
要
の
四
積
一
二
段
列
に
於
け
る
底
上
相
劃
に
つ
い
て

一
九
丸


